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若葉台住宅を考える会 まちの魅⼒、ＨＰで発信 空撮も
活⽤ 移住促進図る 社会  

 
ドローンで撮影したＨＰの１シーン 

 旧城⼭町域にある若葉台地区の住⺠有志により組織された街づくり団体「若葉台住宅を考
える会」（柳井正晴代表）は昨秋から、少⼦⾼齢化による⼈⼝減少を打開しようと、地域を
紹介するホームページ（【URL】https://www.sagamihara-wakabadai.com/）の運⽤を
始めた。ドローンを活⽤した街並みの紹介など独⾃の内容で地域の魅⼒を発信し、移住促進
を図る。 
 
 若葉台住宅は、都市集中化で東京郊外に造成された、個別住宅の集積した区画。相模原台
地を⾒下ろす⾼台にあり、城⼭湖などの豊かな⾃然に囲まれた環境にありながら都⼼にも通
勤通学が可能で、１９７６年に⼊居が始まると 30〜40 代の世帯が集中的に転⼊した。 
 
 ところが、年齢分布が若年層に偏ったことから、進学や就職、結婚といった機会に若い世
代が⼀⻫に転出すると⼈⼝が減少。90 年代のピーク時には３５００⼈近くあった⼈⼝は現
在２千⼈あまりとなり、それとともに⾼齢世帯も増加した。開発が制限されていることから
も、新規転⼊がなかなか⾒込めない状況にあった。 
 
 こうした中で、先々に危機感を持った住⺠有志が２０１７年３⽉、任意団体として同会を
結成。同年 11 ⽉に市の街づくり団体として認定され、これまでに、住⺠に問題を提起し、
専⾨家の意⾒を聴きながら、協議検討する場を設けてきた。 
 
 そんな中、若葉台住宅が抱える課題の⼀つに情報発信があった。「あまり存在が知られて
おらず、若葉台と検索しても、ここは出てこない。それでは街を⾒つめてもらえない」。そ
こで昨年 10 ⽉、同会は地域の魅⼒を外部へ発信するため、区の地域活性化交付⾦を活⽤し
てホームページを開設した。 
 
 コンテンツの⽬⽟は、若葉台や周辺地域の四季折々の⾵景をドローンで空撮した動画。地
域⾏事などの様⼦も盛り込んだ。またページ内には若葉台の説明、イベントや周辺地域の情
報なども⼊れた。 


